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   For many years the standard for authorization of sexual hormone has been based 

upon the morphological change of the adjutant sexual organs, especially seminal vesicle, 

of castrated animals to which the hormone has been administered. However, it is not 
clearified yet that whether the morphological change and development of the seminal 

vesicle is only influenced by Androgen produced by the testis or the vesicle is directly 

affected by various hormones produced by not only the testis but the hypophysis or the 

adjutant sexual organs. Even though the development of the seminal vesicle depends 

upon hormones produced by the testis, it is again not clearified that the development 

of the vesicle is due whether to circulatory hormone or to the effect of the hormone 

through the spermatic tubules. 

   Author conducted the following experiment in order to investigate these problems. 
   A) Administration of male hormones (Enarmone de pot, Durotest), gonadtropine 

(Prehormone,  Primogonil), and adrenocortical hormone (Cortone, Interenine) to young 
castrated guinea-pigs resulted in the  followings  ; 

   1) Male  hormones  : Significant anti-atrophic action on the seminal vesicle. 

   2)  Gonadtropine  : No anti-atrophic action on the seminal vesicle. 
   3) Adrenocortical  hormones  : Among which only Cortone possessed anti-atrophic 

action. 

   B) The effects of mechanical disturbances of the testis and spermatic tubules on 
dynamics of the seminal vesicles are as  follows  : 

  1) Unilateral orchidectomy did not affect on the development of the bilateral 

seminal vesicles. 

   2) Bilateral orchidectomy produced marked atrophy of the bilateral seminal vesicles.
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3)Bothunilateralandbilateralremovalsofthespermatictubulesdidnotperceive

theabnormalformsintherightorleftsidesofseminalvesiclesandalso,itcouldllot

makeamarkeddifferencebetweenunremovesideandremovalside.

1)緒 言

古来去勢動物を用 いて,こ れに性 ホルモ ンを

投与 して副性器,特 に精嚢腺 の形態を観 察 し,

以 てホルモ ン量 の検定 の基準 としてい る事 は周

知 の事実である.即 ち,Moore&Gallaghar

(1930)1)は,成 熟動物 を去勢す ると副性器 の退

行 性変性並 びに萎縮 を来す ことを証 明 し て い

る.又 除 畢丸の場 合に於け る精嚢腺 の生物学 的

観察 の実験 としてLoeweuVoss(1930)2)の

方 法が ある.即 ち,雄 マ ウスを去勢す ると精 嚢

腺は小 とな り,腺 上皮の退化,分 泌 不 良 を 認

め,こ の場 合,男 性 ホルモン投与に より再 び発

育が始 まり大いさの増大,上 皮細胞 の肥大,精

嚢腺機能 の旺盛にな る事 を認 め,男 性 ホルモ ン

定量試験 に応用 し得 ると唱 えている.又Kor-

enchevsky(1930)3)は ラ ツテを,伊 藤,近 鶴

(1932)5)一(1934)6)は ラ ツテ,海 狽,犬 を,松 崎

(1933)7〕(1934)8}は ラ ツテを用 いこれ らの去

勢 動物 に男性 ホルモ ンを投 与 し副性器 の萎縮 を

恢復せ しめてい る.此 等の実験 は何れ も男性 ホ

ルモンの生物学的検定法 として ,鶏 冠試験,ラ ツ

テ前立腺,精 嚢腺の細胞学的検査 と共に現 今 .

広 く応用 されてい る.

然 し精嚢腺 の形態並 びに発育が睾丸 で産生 さ

れ るAndorogenの み に影響 され るものか,

或 はその他 のホルモン即 ち,下 垂 体,副 性器で

産 生 され る各種 ホルモ ンに対 して も直接影響 を

うけるものか,否 かは未だ明 らかに され てい な

い.叉 畢丸に於て産生 され るホルモ ンによ り,

精 嚢腺 の発育 か基定 されてを るものとしてもこ

の場 合,純 然た る内分泌物質 として血行的影響

に よるものか,或 は経精管的に賦与 された分泌

物 によっ ても影響 をうけ るか否か について も明

らかで ない.

イ鴉 余 は第1編 に於 て精嚢腺 の妊孕 に及 ぼす

意義 につ いて検索 し,更 に第 皿編に於 て精嚢腺

易lj出海狽 の睾丸組織 像を系統 的に追及 したので

あるが,本 篇に於 ては,幼 若除睾丸海狽に 各種

内分泌物質を投与 した場 合に於 ける1纏 腺の発

育状態を肉眼的に,並 びに組織学的に倹し,更

に精管結紮切断,片 側除睾丸等睾丸精管の機械

的障碍を与えた場合の精嚢湶に及ぼす影響に就

いて興味ある所見を得たので報告す る.

皿)除 睾 海 狭 の 精 嚢 腺 に 及 び す 各 種 内 分 泌 物 質

の 影 響

A)実 験 方 法

i)実 験 動 物

実 験動 物 は 生 後1ケ 月迄 の幼 若 海 狽即 ち,未 だ 内分

泌 腺 に よつ て 精 嚢腺 の発 育 が 認 め られ てい な い雄 海狽

平均1209前 後 の も の を各 々2匹 つ つ 総 数12匹 を 用

い,対 照 群 と して同 様 の 条 件 を具 備 せ る海 狽2匹 を用

い た.

ii)実 験材 料

a)エ ナル モ ンデ ポ ー(帝 国臓 器 提 供)

本 剤 は テ ス トス テ ロ ンヘ プ タ ノエ ー トを 主 と し,こ

れ に プ ロ ピオ ン酸 テ ス トス テ ロ ンを 混 じ,こ れ を注 射

用 植物 油 に溶 解 した も の で プ ロピオ ン酸 テス トステ ロ

ンに比 し作 用 は 強 く持 続 性 で あ る .

b)DurQtest(塩 野 義 製 薬提 供)

本剤 はTeststeroneAcetate101ng,T.undesc-

enoate60mg,T.valerate20mgの3者 を混 合 した

も ので1cc中90mg含 有 され る様 に 油 性溶 解 作製 さ

れ たTeststerone製 剤 で あ る.

c)プ レホル モ ン(脳 下 垂 体 前 葉 製 剤)

性 上位 ホ ル モ ン とし て畢 丸 に 作 用 し,そ の 機 能元 進

を司 る,又 性 腺 刺 戟作 用 を有 す る.

d)プ リモ ゴ ーニ ール(シ ェー リング)

性 腺刺 戟 ホル モ ン中 の絨 毛 性 性 腺刺 戟 ホル モ ンで,

主 と して下 垂 体 前 葉 の黄 体 化,及 び睾 丸 間 質細 胞 を刺

戟 す るB因 子 を含 有 す る,

・)・ 一 トン(酢 酸 コル チ ゾ ン)(日 本 メ,レク
,万

有 製 薬)

コーチ ゾ ン系物 質 と して 酢 酸 コルチ ゾ ン2 .5%に ベ

ンジル アル コール0 .9%,食 塩0。8%,ポ リオ キシエ

チ レン ソル ビタ ンモ ノオ レー ト0.5%及 びC.M.C.O.5

%を 加 え水 性 懸 濁 液 と した もの で あ り,副 腎 皮 質 の抽

出 液 か ら分 離 され た ス テ ロイ ドホ ル モ ンであ る.

f)イ ン テ レニ ン(帝 国 臓 器)

副腎 皮 質 よ り製 した総 エ キス 製 剤 で1cc中 新 鮮 副腎

0.259に 対応 す る有 効成 分 を含 有 す る.
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   3) Both unilateral and bilateral removals of the spermatic tubules did not perceive 

the abnormal forms in the right  or left sides of seminal vesicles and also, it could not 

make a marked difference between unremove side and removal side.

1)緒 言

古来去勢動物を用 いて,こ れに性 ホルモンを

投与 して副性器,特 に精嚢腺の形 態を観察 し,

以 て本ノレ葡 ン量 の検定 の基準 としている事は編

知 の事実であ る.即 ち,Moore&Gallaghar

(193G)1}は,成 熟 動物 を去勢す ると副性器 の退

行 性変 性並 びに萎縮 を来す ことを証 明 し て い

る.叉 除1難丸 の場 合紅於け る精嚢線の生物学的

観察の実験 としてLoeweuVoss(1930)2)の

方法 がある.輝 ち,雄 マウスを去勢 す ると精嚢

腺は小 とな り,腺 上 皮の退化,分 泌 不 良 を認

あ,こ の場 含,男 性 ホルモン投与紅 より再 び発

育が始 まり大いさの増大,上 皮細胞 の肥大,精

嚢腺機能 の旺盛にな る事 を認 め,男 性 ホルモ ン

定量試験に応用 し得 ると唱えている.又Koレ

eRchev§ky(圭93◎)3}は ラ ツテを,倉f藤,逝1鶴

(1932)5).(1934)G)は ラツテ,海 狽,犬 を,松 崎

(1933)?}(1934)8}は ラツテを用い これ らの宏

勢動物 に男性 ホルモンを投与 し副性器の萎縮 を

捗i復せ しめている.髭 等の実験 は褥れ も男性 ホ

ル糠ンの生物学的検定法 として,鶏 冠試験,ラ ツ

テ前立腺,精 嚢腺の細胞学的検 査 と共に現 今.

広 く応用 されてい る.

然 し精嚢腺 の彩態並びに発育 が睾丸で産生 さ

れ るAndorogenの みに影響 され るものか,

或 はその惣の ホルモン即ち,下 垂 体,諭 性器で

産生 され る各種 ホルモ ンに対 しても直接影響 を

う娃 るものか,否 かは未だ嗣 らか にされていな

い.又 畢丸に於て産生 され るホルモ ンによ り,

精 嚢腺 の発育か基定 されてを るもの としてもこ

の場 合,純 然た る内分泌物質 として血行的影響

1こよるものか,或 は経糖管納に賦与 された分泌

物 に よっても影響を うけ るか否かについても明

らかでない.

似,余 は第1編 に於 て精嚢腺の妊孕 に及ぼす

意義 につい て検 索 し,更 に第 莚編紅於 て精嚢線

易1拙海狽の睾丸組織 像を系統 的に追及 したので

あ るが,本 篇に於 ては,幼 若除 睾丸海狽 に各種

内分泌物質を投与 した場合に於 ける精嚢腺の発

育状 態を肉眼的 に,並 びに組織学 的に検 し,更

に精管結 紮舞断,片 鰯除 畢丸等睾 丸精管 の機械

的障碍 を与 えた場 合の精嚢腺 に及ぼす影響 に就

いて興味 ある駈見 を得 たので報告す る.

∬)除 睾海狸 の精嚢腺に及 びす各種 内分泌物質

の影響

A)実 験方法

圭)爽 験覇物

実験動物は生後1ケ 月迄の幼若海狽即ち,未 だ内分

泌腺によつて精獲縢の発育が認められていない雄海猿

平均1209前 後のものな各々2匹 つつ総数12匹 を用

い,対 照群として溝様の条件を具鮪せる海漿2灘 を駕

いた.

il)爽 験材料

a)講 ナルモンデポー(帝 国臓器提供)

本剤はテス トステロンヘプタノエートを主とし,こ

れにプ即ピオン酸テス トステロンを混じ,こ れを注射

爆穣物綾に溶解したものでプロピオン酸テス 卦ステロ

ンに比し作用は強 く持続性である.

b)Durotest(塩 野義製薬提供)

本剤はTeststeroneAcetate10mg,T.undesc-

enoate60mg,T.valerate20mgの3者 を混含した

もので1cc中90mg奮 有 され る様に漉性溶解作製さ

れたTeststerone製 剤である.

c)プ レホルモン(脳 下垂体鶴葉製翻

性上僚ホルモンとして睾丸に作用し,そ の機能元進

を司る,又 性瞭刺戟作用を有す る.

d)プ リモゴーニール(シ ゴ ーリング)

幽 豪豪織 ホルモン中の絨毛蟹生線薦戟ホルモンで,

主 として下垂体前葉の黄体化,及 び睾丸間質細胞を刺

戦する3残 子を含有する.

e)xx一 トン(酢 酸rmル チ ゾン)(田 本 メルク,万

有製薬)

コーチゾン系物質として酢酸zaル チゾン2 .5%に ベ

ンジルアル=一 ル §。99!O,食壌(} .§%,ポ 饗オキシエ

チ レンソルビタンモノオレート⑪.5%及 びC .M.C.O.5

%を 加 え水性懸濁液としたものであり,副 腎皮質の紬

出液から分離されたスタロイ ドホルモソである.

の インテ レユン(帝 濁籔器)

副腎皮質より製した総エキス製剤で1cc中 新鮮副腎

0.259に 対応する有効成分を含有する.
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第1表 除畢海狽の精嚢腺に及ぼす各種内分泌物質の影響

内分泌物質名

テ ス トス テ ロ ン
ヘ ブ タ ノ エ ー ト

Durotest

投与量及び回数

10mg

1/2W

9mg

1/4W

プ レ ホ ル モ ン
1u

プ リモ ゴ ニ ー ル

コ ー ト ン

イ ン テ レ ニ ソ

対 照 除 睾 例

2/w

10u

2/W

1mg

2/w

75mg

2/W

投 与 総 量

工OOmg

1
投与開始より剖
検までの日数

150(day)

45mg 150

40u 150

剖検時体重

630(9)

600(9)

精聾腺重量

右450(mg)

左500

右460
左480

580

580

右450

」左470

右500

.左460

500

540

400u 150

580

右70左
70

対 照 正 常 例

右7工
左72

右39

左36

…1奎1多

40mg 150

3000mg 150

600

610

510

520

150 510

1右 ・5・
庄170

右170

左172

右80
左85

右82

左85

右90

左100

150 520 右7001

左8201

精嚢腺の長さ

7。2(crn)

6.5

7。0

7.2

4.5

5。0

4.7

5.3

2。8

3.0

3.2

3.6

3.6
3.9

4.1

4。2

4.4

4.5

4.3

4.5

2.4

2.0

2。9

3.0

3。2

3.3

8.0

8,2

に て 固定 し,続 い てヘ マ トキ シ ン,重 染 色を 行 つ た .

a)正 常成熟海狽の精嚢腺組織像

結締織性の外層被膜と内輪走外縦走の2層 から成る

中層筋膜と,内 腔を被う蜂巣状の粘膜層か ら或 り,腺

上皮は大きい主管腔の周囲に複雑な搬壁を作 り,腺 上

皮は単層の丈の高い円濤細胞より成 り実質内に繊細な

顯粒を認める.(附 図1,2).

b)テ ス トステロンヘブタノエー ト投与後の精嚢腺

の組織像

上皮の乳嚇突起は対照に比較して著明に発達し,管

腔に分泌物の存在を認め,各 細胞の形態は正 常 であ

り,核 の染色に異常を認めない(附 図3 ,4).

c)Durotest投 与後 の精 嚢 腺 組織 像

大体正常対照海狽と等しい所見であり,エ ナルモン

投与例に近い状態である,各 細胞の形態も正常である

(附図5,6),

d)プ レホルモン投与後の精爽腺組織像

乳嚇突起の状態はコートン投与例に比較して更に単

純である.管 腔は狭小となり,上 皮細胞はその染色性

に乏しく,基 底層に存在した核が1部 表層へ移行した

状態を示している,分 泌物の存在も少い(附図7,8).

e)プ リゴモニール投与後の精嚢腺組織像

乳購突起は単純とな り,上 皮細胞の高さは低 くな

り・全体 としてヘマ トキシン,エ オヂンに濃染された

状態を示している,上 皮細胞の基底層は粗懸であつて

核に乏しく,対 照除睾丸例に比較しても大差を認めな

い 筋層内面に少数の細胞浸潤の存在を認めるのが興
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味 ある所見である(附 図9,10).

f)コ ー一一トン投与後の精轟腺組織像

細胞間隙はやや粗懸であ り,乳 嚇突起の発達はテス

トステロンヘブタノエー ト投与例及び対照正常例に比

較して単純となり,管 腔内の分泌物は僅か乍ら認めら

れる,上 皮細胞の配列は不規則とな り,諸 所に染色性

に乏しい核の存在を認める.細 胞の配列は大体正常状

態を示し,病 的変化を認めない(附 図11,12).

g)イ ソテレニン投与後の精嚢腺組織像

乳嚇突起は萎縮性変化を示すが,プ レホルモン,プ

リモゴニール,対 照除睾丸例に認められる変化ではな

い 分泌機能も多少存在し,上 皮細胞は粗懸で核の配

列が不規則で1部 には表層に存在する,細 胞間隙は不

鮮明で全体として明るい細胞集団として 認め られる

が,プ レホルモン,ブ リモゴニール,単 純除畢丸対照

例に,比 較し萎縮性変化は軽度で,コ ー トン投与例に

ゃや近い所見である(附 図13,14).

皿)睾丸,精 管の機械的障碍時に於ける精嚢腺

の動態について.

A)実 験 方法

i)実 験動物

実験動物としては前記幼若海狽と同様の平均 体 重

1209前 後のものを一定条件のもとに飼育し実 験 に供

した.尚 対照として同様の条件のもとに飼育した同体

重の幼若海狽を無 処置 ののまま飼育したものを用い

た.
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ii)除 睾術並びに精管切断術

幼若雄海狽を背位に固定し,除 睾術(第 皿篇参照)

を行つた.精 管切除の場合に於ては片側,両 側例共に

精管を陰翼部に於て周囲組繊,並 びに諸支配血管を損

傷せざる様に慎重に周囲より剥離し,約O.5cmの 切除

を行ひ,そ の断端を中枢部,及 び未梢部の方へ折 り曲

げて結紮を行つた.

以上実験に供した海狽は各例2匹 をもつて行つた.

従つて実験海狽数は総数8匹 であり,対 照例数は2匹

である,実 験開始後5ケ 月にて剖見し,両 側精嚢腺の

長さ及び重量測定を行い,直 ちにプアソ氏 液 に 固定

し・ヘマトキシン重染色をなし組 織学 的検索を行つ

た,

B)実 験成績

1)睾 丸,並 びに精管の機械的障碍時に於ける精嚢

腺の重量及び長さについて.

まず除畢術を行つた場合に於て,両 側除睾術を行つ

た剖見時6209体 重の海狽では,精 嚢腺の重量は右側

は120mg重 量,長 さ3.5cmで あ り,左 側は100mg

重 量,長 さ3.8cmは であ っ た.剖 見 時5109の 海 狽

で は 右側 精 嚢腺 は90mg重 量,長 さ3.2cmで あ り,

左 側 では100mg重 量,長 さ3.3cmで あつ た.片 側

除 睾 術 を 行つ た 場 合 に於 て,剖 見 時5209体 重 の もの

即 ち,左 側 除 睾 丸 の場 合 の右 精 嚢腺 の重 量 は650mgで

あ り,長 さは7.5cmで あ つた.又 左側 は700mg重

量,長 さ7.Ocmで あつ た.更 に 右 側除 睾 丸 の 場合 即 ち

剖 見時 体 重6009の もので は,右 側 精 嚢腺 は400mg

重量,長 さ5.4cmで あ り,左 側 精 嚢腺 は420mg重

量,長 さ6.7cmで あ つ た.

即 ち,両 側除 睾 丸 例が 精 聾 腺 へ 最 も著 明 に影 響 を与

え たの で あ る.片 側除 睾 丸 例 の場 合 は 対側 の も の との

間 に差 異 を認 め な かつ た.精 管 切 除 術 を行 つ た 場 合 に

於 て,ま ず 両側 精 管切 除 を行 つ た剖 見 時5809体 重 の

海 狽 で は右 側 精 嚢腺 の 重量 は900mg,長 さ8.Ocmで

あ り,左 側 精 藝 腺 は1000mg重 量,長 さ9.Ocmで あ

つ た.他 の6209体 重 例 で は右 側 精嚢 腺 は720mg重

量,長 さ8,0で あ り,左 側 は890mg重 量,長 さ8.8cm

で あつ た.

片 側精 管 切 除 の場 合,右 側 精管 切 除 例 即 ち 剖 見時

体 重6009の もの では 右精 獲腺 の 重 量420mg,長 さ

6.5cmで あ り,左 側 精 褒 腺 は690rng重 量,長 さ6.7cm

で あ った.左 側 精 管 切 除 例即 ち 剖 見時 体 重5609の も

の で は右 側 精嚢1腺の 重量 は700mg,長 さ5.9cmで あ

第2表 精嚢腺に及ぼす睾丸並に精管の

機械的障碍の影響

手 術 名

除

畢

術

精

管

切

除

術

両側

両側

左側

右側

両側

両側

右側

左側

手術より
剖検まで
の日数

150
(day)

150

150

150

150

工50

150

150

剖検時

体 重

620

9

510

520

600

580

620

600

560

精 轟 腺

重 量

右120(mg)

左100

精嚢腺の

長 さ

3,5(cm)
3.8

右go

左100

3.2

3.3

右650

左7CO

7.5

7.0

右400

左420
[

5.4

6.7

右900

左1000

右720

左890

右420

左690

右700

左605

8.0

9.0

8.0

8.8

6.5

6.7

5.9

5.6
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り,左 側精嚢腺は605mg重 量,長 さ5.6cmで あっ

た.

以上両側精管切断例では正常対照海狽と差異を認め

ず,片 側精管切断例の場合では切断側精嚢腺は対側の

ものに比較して大差を認める事は出来なかつた(第2

表参照)

2)組 織学的所見

a)両 側除睾丸例

乳嚇突起は単純であつて,上 皮細胞の核の配列は不

規則で萎縮像を認める,管 腔内の硝子様分泌物は存在

しない(附 図15,16).

b)片 側除睾丸例

両側精嚢腺共に,上 皮突起の発育が両側除畢丸例に

比較して著明であつて,正 常対照海猿の精撰腺と大差

を認めない.管 腔内に硝子様物質の充満が認められる

こと,及 び除睾丸側と対側との精嚢腺の間に著明な差

を認めないのが特徴である(附図17,18)(附 図19,20).

c)両 側精管切断例

正常海狽精轟腺の状態と殆んど同様 の 所見を示す

が,管 腔内には分泌物が極度に充満し,上 皮細胞の絨

毛の状態も不鮮明に認められる(附 図21,22).

d)片 側精管切断例

両側精管切断例に比較 して著しい差を認めないが,

分泌能力はやや低下している.左 右精嚢腺に差を認め

ない(附 図23,24)(附 図25,26)

IV)総 括及び考按

精嚢腺の生物学的観察を行ふ目的で以て,幼

若除睾海摂に各種内分泌物質を投与し,且 つ又

幼若海倶の睾丸.精 管に機械的障碍を与え,以

て内分泌学的に精嚢腺の発育に如何なる影響を

及ぼすものであるかを検索せんとした.

男性 ホルモン:

男性ホルモンの生理機能については①睾丸に

対 して精子形成促進,② 副性器の発育促進③第

2次 性徴の推進,等 の作用を有することは周知

の事実である.

さて,男 性ホルモンと精嚢腺との関係は緒言

に於て述べた如 くホルモン定量法として広 く応)
用 され てい る.即 ち,Korenchevsky.(1932)4

緒 方,平 野(1934)9)等 の報告の如 くで あるが,

松1埼(1933)7)は 男 性 ホルモ ンと称せ られ るも

のの中には.鶏 冠 に作 用す るものと.白 鼠構嚢

腺に対 す るもの とあつて.男 性ホルモ ンの効力

検定には鶏冠のみでは不確定 であ り,幼 若去勢

雄白鼠単位,又 は成熟時去勢 白鼠単 位 を 区 別

し,前 者で以 て精嚢腺 の組織 的能 力を,後 者 を

以て分泌作 用,恢 復能 力を示すもの と し て い

る.又 能勢(1931)10)は 牛畢丸 のアル コール,

エキス トラク トを以 て雄 性去勢 動物の去勢変化

防止作用及び最 小有 効量 を検 している.岡 本(1

940)11)は 去 勢 に よつ て白鼠精嚢腺 の重量減少,

退 行性変 性を認 め,更 に捌 出 した白鼠精嚢腺は

自発運動を示 し,そ の発現 は去勢精 嚢腺 に於 て

大 としてい る,叉 白鼠精 嚢腺 のア ドレナ リン感

受性は去勢 に より増強 し,男 性 ホルモ ンによ り

恢復せ られ ると 述べ,伊 藤,近 鶴(1932,19

34)5)6)も ラ ツテ,海 狽,犬 等 の去勢動物 に男性

ホル モンを使用す ると,使 用量 の如何 に より急

速に外 性器及び副性器の去勢萎縮 を恢復 し,幼

若動物 に使用す ると副性器の肥 大.交 尾慾 を生

ず ると述べてい る.余 の男性 ホルモ ンとして使

用 した製剤は エナルモ ン デポー.並 びにDu-

rotestで あ るが,何 れ も対照 末処 置 海 狸 の精

嚢腺 の重量並 びに長 さとほぼ等 しい値 を示 し.

更 に組織学 的に も萎縮 像を認 め得 ず,実 験 に用

いた用量 で精嚢腺 の萎縮 を防止せ しめ得 た.

下 垂体性 ホルモ ン:

脳 下垂体 と性腺 の関係 は既 にAschner(19

12)12,Ascoliu.Legnani(1912)13)に よって

明示され ている.Biedl(1927)14)は 下 垂体前

葉 の移植,及 びそ のエキスの注射 の結果,睾 丸

及び精嚢腺の 発育 は 抑 制 され ると論 じて いる

が.1方.Steillachu.Kun(1928)15)は 牛 の

前葉 エキスを幼若 ラツテに注射 し,畢 丸 の肥大

と副生殖腺の肥大 を認 め,国 重(1931)16)も 同

様,牛 下垂体前葉 の移 植及び乳 剤投 与に より,

精 嚢腺 の著明な る肥大 を認 めてい る,然 し,桜

根(1934)1了}は 牛下垂体前葉水溶 エキスを家兎に

注射 した結果,畢 丸の造精 機転 の促進 と副性器

の軽度肥 大傾向を認 めてい る.斯 くの如 き実験

は何れ も去勢 しない動 物に対 す る下垂 体前葉製

剤 の投与 の結果で ある.

余 は去勢 した幼若 海痕に プレホル モンを投与

し精嚢腺 の発育を観察 した.即 ち,単 純 両側除

睾丸 をな し放 置せ る海狽 の精嚢腺 と同様 の萎縮
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像 を肉限的,組 織学的に認 めた.従 つ て上位性

腺刺戟 ホルモンは除畢海狽 の精嚢腺は対 しては

その発育等 に何 らの影響を与 えない事 が明 らか

となつ た.Botella-Llusia(1950)(1952)18}1[J)

は去 勢 マウスにGonadtropinを 投 与 し精嚢腺

の増殖を認 め,こ の場合Gonadtropinが 副 腎

に作用 してAndorogenを 分 泌せ しめた もの

であると述 べている.然 し乍ら亀甲(1959)20〕 は

ブレホルモンを成熟 ラツテ去勢後,大 量 投与 し

副性器の萎縮 を防止出来なかつ たと述べ,然 も

結論 として下垂体性腺刺戟 ホルモ ンは副性器に

対 して直接 の刺戟作用はな く,畢 丸 を介 して の

み副性器に影響 すると述べてい る.1方,木 口

(1957)21》は精嚢腺 の吸収機能 を検 する方法 とし

て,去 勢家兎にプレホルモ ン投与 を行 い,そ の

後,Streptomycin,Penicillin,Tetracycline

等 の抗生物質 を投与 したが,精 嚢腺 の吸収機能

は男性 ホルモ ン投与後 の如 き明 らかな吸収作 用

は全 くみ られな かつたが,放 置 すれ ば更に低下

すると考 え られ る吸収作用 に対 して阻止的に作

用した ことを認 めている.余 の実験 も此 等の成

績 と大 体同様の結果を得た ものである.

抑 々,一 般に除睾丸動物 にあつては,除 睾丸後

畢丸で産生 され るAndorogenの 脱 落に よっ

て下垂体 よりのICSH.(LH)と 睾 丸 のAnd-

orogenの 拮抗作 用が失われ て,下 垂体 よりの

性腺刺戟 ホルモ ンの 分泌過剰 の認め られ る事 は

既に各種 の実験に よつ て明 らかであ り,臨 床的

にも所謂Hypergonadotropichypogonad-

ismと して知 られ てい る.余 の実験 は 此 の場

合に更に下垂体 ホルモンを投与 す る事 によつ て

身体他部への影響 を観察す る他,下 垂体 ホル モ

ンの副腎その他の臓器への二 次的影響が精嚢腺

に如何なる影響 を与 えるかについて興味 をもつ

たものであるが,少 くとも精嚢腺 の重量,形 態

並びに組織学 的に影響 を与 え る程 には作用 し得

ない事が認め られた ものであ る.

絨 毛性性腺刺戟 ホルモン:

尿性絨毛性性腺刺戟 ホルモンとしてPrimo-

goni1を 用 いて実験 に供 した.本 剤 はLH刺 戟

作用が強い と云われ ているが,去 勢海狽 の精嚢

腺の重量並びに長 さは単純対照除畢海狽の糖 嚢
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腺 と殆ん ど差 を認 めない くらい萎縮性変化を示

し,且 組織学的に も萎縮 防止 を認 めなかつた.

以上 の結 果は下垂体に 由来 しないGonadtro-

pinに よつて も精嚢腺は影響 され ない事 を示す

もので興味 ある点 と老え る.

副 腎皮質 ホルモ ン:

副 腎と性腺 とは発生解剖学的に 同一原基 より

な ること,並 びに副 腎は個体生命保持 に不可欠

の臓器である ことは論 を侯 たない,

近 年に至 り,副 腎皮質 と性腺との関係 も詳細

に研究 され,'諸 種の実験 も認 められる.

臨 床的 にも副 腎皮質 ホルモ ンにっいては,尿

中17K.S.測 定 に よっ て或 る程度 の副腎機能を

窺知 出来 る状 態にある.然 し乍 ら副腎皮質 ホル

モ ンの基礎的実験 は雌性動物に対 してのみ多数

の業績が認め られ るが,雄 性動物 に関 する実験

は極 めて少い状 態である.

Alterberger(1924)22)1よ 雄 白鼠去勢に よつ

て副 腎が増 大す る事 を報告 し,Bennet&Ev-

ans(1954)23)も 去 勢後 に皮質内層 の肥大を認

めている.副 腎皮質 よりAndorogen,Estro-

gen,Progesteroneが 分泌 され,こ れが生殖

腺 の影響 によつて分泌量の変 化を示す事 が云わ

れている.即 ちCallow(1936)24)及Hansen

(1938)25)は 去勢 人尿中,副 腎機 能 充進 の尿中

にAndorogenの 存 在す る事 を報 じ叉,Hod-

1er(1936,1937)26)は 牛 の副腎皮質 の移植,叉

抽 出物の投 与に よつ て去勢 した雄性 白鼠の精嚢

腺の萎縮が正常状 態に復帰 した ことか らAnd-

osteroneの 如 き雄性 ホルモ ン物質の作用に よ

るものであると述べてい る.叉Davidson(19

36)2了)(1937)28)は 去 勢雄iラツテにACTH投

与 し副性器 の肥 大を認 めている.

以 上 の如 き諸種 の結果か ら考 えると当然去勢

動物の畢丸 内分泌の代償 として副腎が何 らかの

影響 を副性器 に与 えるであろ うことは容易に想

像 される.余 も叉 コー トンを去勢棚 冥に投与 し

た結 果,精 嚢腺 の発育並 びに組織学的検索に於

て,他 の内分泌物質投与例 に比較 して可成 りの

重 量増加,長 さの増 大を認 め得た.こ の事は去

勢 に よる畢丸性Andorogenの 分泌 欠如 の場

合,Andorogen以 外 のコー トンに よつて も精
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嚢 腺が影響 をうけた と老 え るべ きで興味 ある点

と思われ る.

実 験 皿に於 ては幼若海狸 の畢丸(両 側除睾例

2例,片 側除睾例2例)並 びに精管(両 側精管

切除2例,片 側精管2例)の 精嚢腺への影響 を

検 した ので あるが,こ の際,片 側畢丸別出では同

側及 び反対側 の精嚢腺の肉眼的組織 学的所見は

正常対照海狽 と有意 の差 を認めなかつた.即 ち

片側 に睾丸が存す る限 り,正 常Andorogenの

分 泌が行 われ る事が考 えられ る.一 方,1925年

LipschU↑z,Alexandre29)が50例 の1側 の除畢

術後5例(白 鼠1例,海 ・狽4例)に1側 の非 対

称性 の精嚢腺の発育 を認め てい るのであるが,

斯 くの如 き成績 は除睾術 を行つ た際 の精管血管

の損傷障碍 の結 果と老 えられる.両 側畢丸別 出

では前述 の如 く強度 の精嚢腺の萎 縮 像 を 認 め

た.

叉 精管切除 の場合,児 玉(⊥958)30)は 成熟 ラ

ツテの精管切除後 の睾丸,副 性腺,内 分泌腺,

肝 等へ及ぼす影響を検 したのであるが,組 織学

的 に成熟 ラツテに行つ た場 合は精嚢腺 の腺腔の

狭小を認 めているが,幼 少ラツテに於 ては20週

後には精嚢腺 の腺腔 の狭小 も対 照例 と大体差異

を認めない程恢復 したと述べている.精 管切除

の場 合,当 然睾丸分 泌物が精管 を経 て他 の副性

器に至 る輸送路が遮断 され るわけで あるが,余

の行 つた実験結果よ り,両 側精管切断,片 側精

管切断,何 れの場 合に於 て も精嚢腺への睾丸性

Andorogenの 影 響は管内性影響は考 慮す る必

要 はな く,血 行性影響 のみが重要 な因子であ る

と老 え られ る.

V)結 語

A)幼 若 除睾海摂の精嚢腺 に及ぼす各種 内分

泌物質 の影響 につ いて倹 し,次 の如 き結果 を得

た.

])男 性 ホルモン製 剤(エ ナルモ ンデポー.

Durotest)投 与 例に 於 て顕著 な精嚢腺萎縮 防

止作 用を認 めた.

2)ゴ ナ ドトロピン製 剤(プ レホルモン,プ

リモ ゴニール)投 与例 に於いては精嚢腺 の萎縮

を防止 し得 なかつた.

3)副 腎皮質ホルモン(コ ー トン,イ ンテレ昌

ン)投 与例中コー トン投与時精嚢腺の発育に或

る程度の影響を与え得た.

助 睾丸,精 管の機械的障碍時に於け る精嚢

腺の動態について検 し,次 の如 き結果を得た.

1)片 側除畢丸例では切除側及び反対側の精

嚢腺の発育に影響を与 えなかつた.

2)両 側除睾丸例では両側精嚢腺の著明な萎

縮を認めた.

3)片 側精管切除,両 側精管切除の何れの場

合でも,精 嚢腺の左右の形態に異常を認めず,

叉非切除側及び切除側の聞に有意の差を認めな

かつた.
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附図1.正 常成熟海狽精嚢腺組織像

10×10,H.E

附図2.正 常成熟海狽精嚢腺組織像

10×40,H.E

附 図3.エ ナル モ ン,デ ポ ー投 与 麦5」J月

の海狽 精 嚢腺 組 織像10.・(10,H .E

㌦∵ 》燕辱弼
附 図4.エ ナル モ ソ,デ ポ ー投 与後5ヵ 月

の海 瞑 精 嚢腺 組 織 像10x40,H.E
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附 図5。Durotest投 与 後5ヵ 月の 海 狽精

嚢 腺組 織 像10×10,H.E

附 図6.Durotest投 与 後5ヵ 月の海 狸 精

嚢腺 組 織 像10×40,H.E
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附 図7.プ レホル モ ン投 与後5カ 月 の海 獲

精 嚢 腺組 織 像10×10,H.E
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附 図8.プ レホル モ ン投 与 後5ヵ 月 の海 狽

精 翼腺 組 織 像10×40,H.E

鞍
附 図9.プ リモ ゴニ ール 投与 後5ヵ 月海狽

精 嚢腺 組 織像10x10,H.E

附 図10.プ リモ ゴ ニ ール 投 与 後5ヵ 月海 狽

精嚢 腺 組 織像10×40,H.E
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附図11.コ ー トソ投 与後5ヵ 月の 海狽 精 嚢 腺

組 織 像10×10,H.E
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附 図12.コ ー トン投与 後5カ 月の海 狽 精 嚢腺

組 織像10×40,H.E
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附 図13.イ ンテ レニ ン投 与 後5ヵ 月海狽 精 嚢

腺 組織 像10×10,H。E

編

附 図14.イ ンテ レニ ン投与 後5ヵ 月海 狽精 嚢

腺 組 織像10×40,H.E
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附図15.幼 若海狽両側除睾丸後5ヵ 月の精嚢

腺組織像10×10,H.E

s

附図16.幼 若海狽両側除睾丸後5ヵ 月の精嚢

腺組織像10×40,H,E
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附図17.幼 若海狽左側除睾丸後5カ 月の左側

精嚢腺組織像10×10,H.E
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附図18.幼 若海狽左側除睾丸後5カ 月の左側

精爽腺組織像10×40,H.E
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附図19.幼 若海狽左側除睾丸後5ヵ 月の右側

精獲腺組織像10×10,H.E
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附図20.幼 若海狽左側除睾丸後5ヵ 月の右側

精嚢腺組織像10×40,H.E
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附図21.幼 若海狽両側精管切除後5ヵ 月の精

嚢腺組織像10×10,H.E
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附図22.幼 若海狽両側精管切除後5ヵ 月の精

嚢腺組織像10×40,H .E
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附図23.幼 若海狽右側精管切除後5ヵ 月の右

側精嚢腺組織像10×10,H.E

附図24.幼 若海狽右側精管切除後5カ 月の右

側精嚢腺組織像10×40,H.E

附図25.幼 若海狽右側精管切除後5ヵ 月の左

側精嚢腺組織像10×10,H,E

附図26.幼 若海狽右側精管切除後5ヵ 月の左

側精嚢腺組織像10×40,H.E




